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  2012年 1月 1日から 2017年 10月 1日までに当院で治療を行った脳腫瘍患者に
ついて、とくに低悪性度脳腫瘍（WHO grade2）の診断をうけた患者を対象とした。こ






た。けいれんのコントロールについては Engel classification を使用した。 
 
研究成績及び考察 













 低悪性度脳腫瘍は 10年生存率が 60%前後であり、けいれんの有病率も 70%であるよ
うに、けいれんのコントロールは患者の QOLとして治療成績に直結するといえる。p53
異常についてけいれんコントロールに影響する病理学的因子としてその経過を予測す
ることができると考えられた。 
 
 
 
 

